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1 ．序

　乾燥お よび温度変化に よ っ て 生 じ る外装 タ イ ル

の 接合面に 生じる応 力を普通 下地 モ ル タ ル 20mm 、

普通下地 モ ル タ ル 30mm 、 普通 下地 モ ル タ ル 10
Mrn ．， 軽量下地モ ル タ ル 20mm 、 軽量下地 モ ル タル

5　rnrn＋ 普通下地 モ ル タ ル 15 　mm の 5 種類 の 下地に

つ い て 3次元の 有限要素法 1）に よ り数値計算を行

っ て検討 した 。

2 。解析方法

　図 1で示すよ うに 対称性か ら タ イ ル の 4 分の 1
の 部分を解析対象 として 図 2 に示す よ うに有限要

素 モ デ ル を作成 した 。 物性値は表 1 の 値を用 い た 。

乾 燥収縮は各材料の 施工時期の ずれ による収 縮率

の 違い を考慮 した 。温度変化は タ イ ル 表面 の 温度

変化の 大 きい 日の 観測デ ータ 2〕
を基に 表 2 に示す

よ うに 平均温度時か ら の 温度上昇 ・ 下降をす ると

した 。

3 ．結果 と考察

　図 3 の 壁 体断面詳細図で示す各材料間の 接合面
に 発生す る垂直応力度 σ x 、 せん断応力度 τ XY 、 せ

ん断応力度 τxz を計算し た 。図 4 は応力度分布 の

一
例で ある 。 図 5 は乾燥収縮 と温度上昇 または下

降 を合わ せ た もの で あり 、 各接合面に生 じる応 力

度 の
一

例を示 して い る 。 図 5 の よ うに応力度 は温

度上昇時よ り下降時が大 き くな る 。 乾燥収縮 と温

度下降をあわ せ た と きに つ い て各面の モ デ ル ご と

の 応力度を 図 6 に示す 。

　 ど の モ デ ル で も 目地部分に最大の 垂直応力度が

生じ 、 （エ ） の 面 で Y 方向 ・ Z 方向ともに 最大の

せ ん断応 力度が働い て い る 。

　面ご とに 比較 した とき下地 の厚 さの 違い に よ る

影響は （ア ） の 面 （コ ン ク リー トー下地モ ル タ ル

間）と （ウ）の 面 （下地 モ ル タル
ー
張 り付けモ ル

タ ル 間）に表れて い て下地が厚 い と （ア ）の面 、

（ウ）の 面で の 界面応力度が小 さくなるとい う結

果が得 られ た 。 これは下地が薄けれ ば （エ ）の 面

や （オ ）の 面で働い て い る応力度が 直接 （ア ）の

面の方に つ たわ りそ の 面で の応力度の増大を促 し

て い る と考 え る こ と が で きるか らで ある 。

　軽量下地 モ ル タ ル で は普通下地 モ ル タル に 比 べ

応力度 の 減少が み ら れ る が 、 （エ ） の 面で は短辺

方向せ ん断応力度 τ zx が増加す る箇所があ り 、 タ

図 1　 解析対象部分

図 2 　有 限要素 モ デル

表 1　 物性値 （乾燥収縮率 と熱 膨張係数 の 単位 ：× lO
−4 ）

コ ン クリート 普通モ ル タル 軽量モ ル タル 張付モルタル タイ ル 目地モルタ ル

ヤング係数 ｛〔角 ） 24 19 3 19 47 14

ボア ソ ン比 0 ．17o 。］、9 O ．2 O 。2 O ．16O ．2

黼 O 。11O ．12O ．130 ．160 。066O ．16

工 期 9→館 日 3 ．5乾

燥

収

縮
華

工期28→ 56日 1．0 7 。4 16 ．O

工期騙 → oo 日 2。0 2．6 9 ．o14 ．O 0 。O 14 ．0

表 2　 温度変化

鰮 コ ンク
1

丿
一

ト 下地モルタル 張付モル タル タイ ル 目地モ ル タル

タイル叢高温度時 11 ．212 ．919 ，528 ．6 28 ．628 ．6

平均嵐温時 8 ．0 7 ．812 ．421 ．1 21 ．12L1

タイル鰻低温魔時 4 ．0 6 ．5 B 。6 4 ．4 4 ．44 ．4
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イ ル の 剥離 ・ 剥 落 を考 え た とき軽量 下地 モ ル タ ル

が普通下地 モ ル タ ル よ り有利で あ ると断定 で きな

い 。 ま た軽量モ ル タ ル 5　mm 十普通モ ル タ ル 15 　mm

の下地 に お い て は 普通下地の と きと大差が な い 。

4 ．結論

・ 乾燥収縮に温度変化の 応力を加 え た時の 応力度

　は温度下降時の 場合が大 きい 。

・ タ イ ル 裏面と裏足部分の応力度が大 きい 。

・ 下地が厚 い ほ ど ア とウ の 面で応力度が緩和され

　る傾向がある 。
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　　　　　　図 3　 断面詳細図
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・ 軽量下地 モ ル タ ル で は普通下地 モ ル タル に比 ぺ

応力度が小 さ い傾向があ る 。

・ どの モ デル に おい て も目地モ ル タル の部分に生

　じる応力度が大 き く 、 タ イ ル の 剥離 を考え る上

で 目地 モ ル タ ル の 剿離や きれ つ を考慮する必要

が ある 。
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図 4　普通 下地モ ル タル 20 皿 の モ デ ル の 乾燥

　　　収縮に おけ るエ の 面の 垂 直応力 σ 、 の 分布

オ の面の 目地以外

　　　　　　　　　　　　 乾燥 収縮

図 5　普通 下地 モ ル タル 20 呱 の モ デル の 面 ご と の 垂直 応力 6 ．
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図 6　各面 の モ デル ごとの 応 力度
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